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第４号様式（第１０条関係） 

会   議   録 （要 旨） 

会 議 名 第５回武蔵村山市市民協働推進会議 

開 催 日 時 平成２８年１１月８日（火）午後７時 ～ ９時 

開 催 場 所 ボランティア・市民活動センター会議室 

出 席 者 及 び 

欠 席 者 

出席者：渡辺龍也、清野智美、髙橋誠、北口良夫、瀬口圭志 

本間由美子、比留間毅浩 

欠席者：比留間多一、前田啓子、高尾典之 

（事務局）協働推進課長、協働推進課主事 

議 題 
議題１ 平成２８年度武蔵村山市協働事業提案制度プレゼンテーション 

議題２ その他 

結 論 
（決定した方針、残さ

れた問題点、保留事項

等を記載する。） 

議題１ 平成２８年度武蔵村山市協働事業提案制度プレゼンテーション 

    提案団体によるプレゼンテーションを２団体実施した。 

 

議題２ その他 

   （審査報告書について） 

    事務局で各委員の意見を取りまとめて後日各委員に送付し、内容

の確認を行う。その後再修正等を行い、最終決定して市長報告を行

う。 

（次回会議の開催日程について） 

第６回会議は平成２９年２月頃に開催する。詳細な日程について

は、事務局が各委員と調整して改めて通知する。 

 

審 議 経 過 
（主な意見等を原則と

して発言順に記載し、

同一内容は一つにまと

める。） 

 

（発信者） 

□印：座 長 

○印：委 員 

△印：提案団体 

▲印：市担当課 

●印：事務局 

 

議題１ 平成２８年度武蔵村山市協働事業提案制度プレゼンテーション 

 

事業番号２８－３ 

団体名：特定非営利活動法人 こども科学教育振興協会 

事業名：みんなの科学教室 

 

-提案団体によるプレゼンテーション 

 

○ 子どもたちの理科離れの要因に、理科が苦手な教師が増えているこ

とを挙げていた。本事業の実施により子どもたちが理科の楽しさに触

れる機会は提供できているが、教師への意識啓発等も、もっと積極的

に行うべきではないか。 

△ 本事業では、まず市民・小学生を対象に事業を行うことから始めた

いと考えている。 

□ 子どもたちの理科離れ解消は、本事業で取り組む三本柱の内の一つ

としている。理科が苦手な教師が増えていることが要因であるなら

ば、教師への意識啓発は当然行うべきではないか。 

△ 小学校で科学教室を実施する際は教師にも参加してもらっている。

子どもたちが理科に興味を持つ事業を教師に見てもらい、普段の授業

に生かしてもらいたいと考えている。 

○ 子どもたちの科学的なものの見方や考え方を深化させること、親子

の対話を発展させ青少年の健全育成に寄与することを目標にしている

が、目標に対する達成度はどのように測るのか。 
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△ 科学教室実施の際にアンケートを取っており、子どもたちの感想や

生の声を集めることで事業の効果を確かめている。 

○ 教師にはアンケートを実施していないのか。 

▲ アンケートを取ったり感想を記述させるようなことはしていない

が、口頭で意見交換を行っている。その中で、今後は各教師が子ども

たちに対し理科の楽しさを伝えられるように努力していかなければい

けないという自覚を持っていることが感じられる。 

□ 会員は全員が元教師なのか。 

△ 全員ではないが、元教師である会員が多い。 

○ 協働事業終了後はどのような活動を行っていくのか。 

△ 本制度では最大三年間は補助金を活用することができると伺ってお

り、終了後のことまではまだ考えていない。 

○ 協働事業提案制度は、単に補助金を交付する三年間だけ実施しても

らうものではない。制度の活用をきっかけに、団体の成長とともに継

続的に事業を実施していくのが主旨である。 

○ 各種補助金の活用を検討するとあるが、目星はついているのか。 

△ ボランティア・市民活動センターに相談し、武蔵村山市内外の補助

金を検討してはいるが、事業内容が未定なので詳細は御説明できな

い。 

□ 補助金が無いと継続は無理なのか。 

△ 材料費を参加費として徴収すれば、科学教室の実施は可能であると

考えている。 

 

 

事業番号２８－４ 

団体名：グラシオスプラントパートナー 

事業名：武蔵村山市を花と緑であふれる素敵なまちにして癒しの景観を

創る 

 

-提案団体によるプレゼンテーション 

 

○ 今回から追加された取組は、福祉会館入口の植栽、市民総合センター

中庭の植栽、高齢者向け講習会の実施の三つか。 

△ そのとおり。 

□ 講座修了生を３００名にすることを目標にしているが、これは一般市

民、高齢者、小学生をすべて合計した人数か。 

△ そのとおり。 

□ 講習会１回あたりの参加人数は。 

△ １回につき２０名を想定している。 

□ 平成３０年度が協働事業としての最終年度であるが、３１年度、３２

年度もほぼ同じスケジュールを組んでいる。協働事業の補助金が無くて

も同じボリュームで事業を継続できるのか。 

△ 講習会の材料費を参加費として徴収するので、実施可能と考えてい

る。 

□ 将来展望では、市との協働を進めていきたいとあるが、協働事業終了

後、市はどのように関わるのか。 

▲ 具体的な計画はまだ無いが、例えば講習会を公園等で実施する場合

に、市内の公園を確保するなどの協力をしたいと考えている。 

□ 金銭的な支援等は行わないのか。 

▲ 今後話し合いを重ねていきたい。 
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○ 他の補助金を検討しているとのことだが、目星はついているのか。 

△ 地元金融機関の補助金のほか、東京都の補助金も検討している。補助

金はその都度審査があるため確実に受けられる保証はないが、自分たち

の活動を知ってもらう意図も含めて、市外の補助金も積極的に活用した

いと考えている。 

□ ７月から９月の間はスケジュールが空いている。 

△ 講習会は花が長持ちする時期に実施したいと考えているので、春と秋

に設定している。植栽した箇所の水やりやメンテナンスは年間を通じて

随時行う予定である。 

□ 新たに２か所の公共施設が植栽場所になっているが、水やり等を当該

施設の職員に頼むことはできるのか。 

△ 事前に話を持ちかけ、協力いただける２か所の施設を今回新たに追加

した。 

○ 小学生向けの講習会は、団体育成型事業の時の、小学生向け花育の延

長か。 

△ そのとおり。 

 

 

-非公開- 

 

 

議題２ その他 

 

（審査報告書について） 

 

● 事務局で各委員の意見を取りまとめて後日各委員に送付し、内容の

確認を行う。その後再修正等を行い、最終決定して市長報告を行う。 

 

（次回会議の開催日程について） 

 

● 第６回会議は平成２９年２月頃に開催する。詳細な日程については、

事務局が各委員と調整して改めて通知する。 

 
 

会議の公開・ 

非 公 開 の 別 

□公  開                傍聴者：   ０  人 

☑一部公開 

□非 公 開 

 ※一部公開又は非公開とした理由 

 

 

会議録の開示・ 

非 開 示 の 別 

□開  示 

☑一部開示（根拠法令等：武蔵村山市情報公開条例第８条第５号  ） 

□非 開 示（根拠法令等：                   ） 
 

庶 務 担 当 課     協働推進部  協働推進課 （内線： ２４２ ） 

（日本工業規格Ａ列４番） 

事業の採択に関する審査過程を明らかにすることで公正な事務を行えな

くなるおそれがあるため。 


